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コロナ禍でも子どもたちのために出来ることがある !!

山口県ＰＴＡ連合会・教育懇談会

Vol.2
コロナ禍で県内の多くの学校で体育祭・運動会・文化祭・修学旅行・学校行事・ＰＴＡ活動が従来通りの活動が行えない中、
「子どもたちのために」と感染予防対策を取りながら「今出来ること、今だからこそ出来ること」を皆で話し合い、前例が
無い状況下だからこそ、試行錯誤の中で活動しているＰＴＡ活動を紹介します。

☆その他 各学校支援で、学校行事や学期開始前の草刈り・窓拭きなどの環境整備 兼 
奉仕作業を実施し、各始業式からの一週間は『さわやかあいさつ運動』として地域の
方と一緒に各学校敷地内や通学路での見守りやあいさつ・声かけ等を行いました。

【長門市立菱海中学校区】～どんな時もパワー全開！！すべては子どもたちのために☆～

【菱海中学校】
☆菱海中では、「子どもたちに少しでも楽しい時間と思い出をつくってあげた
い」という思いから家庭教育学級企画として、文化祭で保護者のダンスパフ
ォーマンスを披露しました。息の合ったダンスは子どもたちにとても好評で、
練習を通して保護者同士も楽しみながら絆を深め、日頃の運動不足を解消で
きました。また、当日は来場者受付や会場の換気等も手伝いました。

【油谷小学校】
☆油谷小では、プランターの花植えやベルマーク整理などの活動を可能な範囲で
子どもたちと一緒に実施し、今年度 新たに「制服リユース活動」も始めました。
家庭教育学級企画では屋外で実施可能な親子参加型の「星空教室」を企画し、天
体について学びを深め、秋の夜長を楽しく過ごしキレイな星空に癒されました。
さらに６年生の思い出作りに夏休みを利用して学年ＰＴＡ活動（逃走中や天体観
測・タイムカプセル・校区内のゴミ拾い等）を実施しました。

【向津具小学校】
☆向津具小では、「親子でＡＦＰＹ」を家庭教育学級で企画し、子どもたちや地域の
方々、先生方とともに人間関係づくりを学び 気持ちのよい汗を流しました。また、
運動会代替イベントの向津具ＳＦ（スポーツフェスティバル）では地域の方と一緒に
玉入れやダンス競技に参加し、会場がとても楽しく温かい雰囲気に包まれました。
当日の片付け等も手伝いました。

各学校ＰＴＡがそれぞれ『コロナ禍でもできること』を模索しながら、工夫して活動してきました。
今年度は、いろいろな意味で新しい風が吹いた一年でした。

　11月 20 日 ( 金 )、山口県教育委員会との教育懇談会を山口県教育会館で開催しました。従来の懇談会は集合形式のみでし
たが、今回は集合形式と Zoomを併用した「ハイブリッド形式」で実施し、GIGA スクール構想や学校における新型コロナ
ウイルス感染症への対応とこれから、地域連携教育の推進などについて熟議を行いました。
　また、山口県教育委員会より、動画学習コンテンツ「やまぐちっ子 the Movie」の紹介がありました。
※この動画は山口県ＰＴＡ連合会ホームページの「やまぐち学習支援プログラム」のバナーよりご覧いただけます。

「約 7割」って実は
我が子と生涯一緒に過ごせる時間の
７割を高校時代までに過ごしている

NHK総合テレビジョン ( チコちゃんに叱られる ) より

NHK総合の番組内で紹介され話題を呼んだ内容。
人生の中で自分の平均寿命で子どもと過ごせる年数を算出、子どもが大きく
なるにつれ「習い事」「学校」「友人と外出」に要する時間が増え、親の仕事時間
などを加味し、親子で対面で過ごす時間が減っていくことをそれぞれの平均
時間から算出した結果、「母親：約7年6ヶ月」「父親：約3年4ヶ月」。限られた
「我が子と過ごす時間」を「大切な宝物時間」と捉えて価値ある時間にしま
しょう。

表紙
写真



　厚陽中学校区は小規模校区ですが、その分顔見知りが多く、12月に開催し
た「子育て応援ひろば」では多くの保護者が参加してくれました。内容は、
“コロナ禍での家での過ごし方” や “おすすめ外出スポット” についての情報交
換と、クリスマスツリー作りでした。おすすめスポットでは、萩市や山口市な
どドライブがてら遠出を楽しむ家庭や、近場で新たな発見をする家庭もありま
した。家では手作りの道具で体を動かしたり、釣った魚でＢＢＱをしたりと、
どの家庭でも子どもとの時間を楽しんでいた様子が伝わり、全員笑顔での活動
となりました。

　新型コロナでＰＴＡ活動が休止となった中での家庭教育支援。
親同士のおしゃべりカフェや親子で漢字検定に挑戦等の企画を実
施。特色ある取組として、親子のコミュニケーションづくりを目
的に様々な体験的なコンテンツを作成しました。長さや高さ等、
数量を実感する表示板（40種）、運動場には分速やジャンプ力測
定ができる100ｍものさしやジャンプボード等を設置しました。
10個の親子体験コンテンツも学校ＨＰ上で公開しています。

【柳井市立大畠中学校区】「あつまれ！大畠中スイートポテト作り」

【山口市立白石中学校区】

【山陽小野田市立厚陽中学校区】

　今年度選定されたモデル校区（中学校区）のひとつである柳井市立大畠中学校で、10 月 31 日（土）に『親子で作るスイート
ポテト作り』が開催されました。家庭教育支援は、『親と子』『中学生と小学生』『小学生と未就学児』、これらの “つながり ”を
サポートするものです。今回の活動では、コロナ禍ではありますが、親が子（中学生）をサポート、中学生は小学生をサポート
しながら、スイートポテトを作りました。かつての大畠中学校は、一学年 3クラスでしたが、少子化に伴い現在では全校生徒
29 名となっています。少ない人数の分、“顔の見える関係 ”で、同級生だけでなく、上下の学年や地域のつながりが深く、規模
の小さい学校ならではのフットワークの軽さ（連携の取り易さ）があります。自分たちで栽培したさつまいもで、たくさんのス
イートポテトを楽しそうに作っていました。当日出来上がったスイートポテトを、大畠瀬戸の眺望の素晴らしい図書室で、みん
なで試食しました。例年であれば翌日に開催さ
れる文化祭で販売しますが、今年度はコロナ禍
により文化祭当日、生徒全員が持ち帰りました。
この魅力あるスイートポテト作りは、地域の方
に指導いただいており、地域との協力もバッチ
リ。参加していた中学生に聞いてみると、家で
中学生だけで作ることもあるとのことで、家庭
にも浸透した非常に良い活動であると感じまし
た。小規模校区ならではの、アットホームな温
かみを感じる和やかで楽しい活動でした。

いもうとがうまれてはじめてわかったよ。
ぼくもこうやっておおきくなったんだね。
小学校の部：柳井市立大畠小学校 1 年　町田進次郎さん

母の日に　母は仕事で帰らない
それでも私は　ありがとう
中学校の部：岩国市立岩国中学校 3 年　末廣春歩さん

お風呂の中から　息子の鼻歌が聞こえる
今日も楽しい一日だったと　安心する私
一般の部：下松市立公集小学校　山根洋子さん

応募総数：455点

とりくもう　いいとこさがして　いじめゼロ
小学校の部：山口市立小郡南小学校　2年　加藤駿英さん

その姿　未来の子供に　見せられる？
中学校の部：周南市立住吉中学校　2年　河野柚希さん

令和2年度

応募総数：約2,500作品

たくさんのご応募ありがとうございました。
優秀賞、優良賞の作品は山口県PTA連合会の
ホームページに掲載しています。

山口県ＰＴＡ連合会では令和元年度から中学校区のＰＴＡが主体となって地域の団体等と連携・協働しながら「保護者同士の縦
と横のつながりをつくり、就学前から学齢期を通した継続的な家庭教育支援の推進体制を構築する」ことを目的とした「ＰＴＡ
と連携した家庭教育支援」の取組を推進しています。

～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～



　山口県ＰＴＡ研修大会山陽小野田大会を集会形式で開催する準備を昨年度から進めており
ましたが、新型コロナウイルス感染予防の観点から、記念誌発行に変更しました。
　急な変更で様々な課題が我々の前に立ちはだかりましたが、チームワークで何とか前に進
むことができました。記念誌参加企画の「一行詩コンクール」応募作品の中に『かあちゃん
の笑った顔は俺の活力』がありました。その作品を手にした時、涙が止まりませんでした。
大変なことも多いのですが、笑って乗り切ろうと気持ちを新たにした瞬間でもありました。
　山陽小野田大会記念誌をご覧になられましたか。まだの方は、ぜひご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  山陽小野田市小中学校ＰＴＡ連合会

ＰＴＡと連携した家庭教育支援の充実一行詩コンクール　テーマ ～ 笑 顔 ～

令和２年度山口県ＰＴＡ連合会広報紙コンクール

山口大学教育学部
附属山口中学校

下関市立
勝山中学校

〆切 令和3年3月31日
第 42回全国小・中学校
ＰＴＡ広報紙コンクール

「佳作」受賞
○応募方法○
　・山口県ＰＴＡ連合会に加入するＰＴＡは自由に応募することができます。
    ・応募する広報紙は、令和２年度中に発行されたものを提出してください。
　　表紙等は不要。 （なお、応募作品は返却いたしません）
　・提出期限：　令和３年３月３１日（水）
    ・提出先：　山口県ＰＴＡ連合会事務局　
　　　　　　　〒７５３－００７２　山口市大手町２－１８　山口県教育会館内
○審査・表彰○
　・応募作品については、審査委員会（各界広報関係者・県教育委員会・県小中学
      校長会・県 P連代表委員ほか）を構成し、一次、二次審査にて賞を決定します。
　・賞の種類・・・山口県知事賞・山口県教育長賞・山口県ＰＴＡ連合会長賞　ほか
　・表彰式・・・令和３年５月中旬（受賞校ＰＴＡに通知いたします）
　・なお、応募作品の中から、日本ＰＴＡ広報紙コンクールに何点か推薦いたします。
　・小中一貫校からの応募は、中学校の部にて審査させていただきます。


